
０
８
年
北
京
、
１
２
年
ロ
ン

ド
ン
の
女
子
５
５
㌔
級
で
五

輪
３
連
覇
を
達
成
し
た
。
１

６
年
リ
オ
五
輪
で
は
銀
メ
ダ

ル
に
終
わ
り
、
以
降
は
試
合

か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
た
。 

吉
田
沙
保
里
が
１
０
日
の

引
退
会
見
で
語
っ
た
の
は
、

フ
ァ
ン
や
恩
師
ら
へ
の
感
謝

の
言
葉
だ
っ
た
。
次
の
夢
は

の
質
問
に
は
「
レ
ス
リ
ン
グ

以
外
の
こ
と
も
や
っ
て
い
き

た
い
。
や
っ
ぱ
り
女
性
と
し

て
の
幸
せ
と
い
う
の
は
絶
対

に
つ
か
み
た
い
。
来
年
の
東

京
五
輪
は
自
国
開
催
と
い
う

こ
と
で
、
盛
り
上
げ
て
い
け

た
ら
と
い
う
思
い
も
強
い
。

選
手
た
ち
も
頑
張
っ
て
い
る

の
で
コ
ー
チ
と
し
て
自
分
も

精
神
的
な
支
え
が
出
来
た
ら

い
い
な
と
思
い
っ
て
い
ま
す
。」

 
 

          

今
年
の
主
役
だ
が
、
山
鯨
と

の
言
葉
が
残
る
よ
う
に
、
長

ら
く
家
畜
を
食
し
な
か
っ
た

日
本
人
に
と
っ
て
、
し
し
肉

こ
そ
が
獣
肉
、
薬
食
い
の
代

表
格
だ
っ
た
。
低
カ
ロ
リ
ー
、

低
脂
肪
質
で
、
た
ん
ぱ
く
質

や
ビ
タ
ミ
ン
B
群
が
豊
富
で

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
昨

今
は
ラ
ー
メ
ン
や
ピ
ザ
ト
ー

ス
ト
と
い
っ
た
メ
ニ
ュ
―
も

人
気
ら
し
い
。 

岐
阜
県
郡
上
市
で
は
２
年

前
か
ら
日
本
猪
祭
り
が
開
か

れ
、
肉
質
日
本
一
を
競
う
メ 

イ
ベ
ン
ト
で
「
利
き
猪 し

し
（
し
し
）

グ
ラ
ン
プ
リ
」
が
開
催
さ
れ
、

そ
こ
に
は
全
国
か
ら
の
参
加

が
あ
る
そ
う
だ
。
今
月
東
京

で
の
初
開
催
も
決
ま
り
や
は

り
亥
年
な
の
だ
と
得
心
さ
せ

ら
れ
る
。 

 
 

ヨ
ッ
チ
ャ
ン 

    

第１６５号 平成３１年２月１日 

リハビリテーション 
デイサービス葵・編集委員会 
練馬区東大泉３－１７－５ 

カトウビル３Ｆ 
電話 ０３－３９７８－０９１９ 

◆
編
集
委
員
会
よ
り 

「
あ
お
い
通
信
」
は
皆
様

か
ら
の
原
稿
を
募
集
し
て

い
ま
す
。 

係
員
・
飯
島 

あおい 通信 第 165 号 

新
日 

本 

三
景  

「耶 

馬 

渓
」 

新
日
本
三
景
め
ぐ
り 

  

て
で
き
た
奇
岩
の
連
な
る
絶

景
で
あ
る
。
凝
灰
岩
や
凝
灰

角
礫
岩
の
山
に
は
風
食
作
用

や
河
川
の
洗
掘
作
用
に
よ
っ

て
で
き
た
洞
窟
も
多
い
。 

１
８
１
８
年
（
文
政
元
年
）

に
頼
山
陽
が
擲
筆
峰
周
辺

（
耶
馬
溪
町
柿
坂
地
区
）
を
訪

れ
、
当
時
の
「
山
国
谷
」
と

い
う
地
名
に
中
国
風
の
文
字

を
宛
て
、
「
耶
馬
渓
天
下
無
」

と
漢
詩
に
詠
ん
だ
の
が
、
耶

馬
渓
と
い
う
名
前
の
起
こ
り

で
あ
る
。
頼
山
陽
が
耶
馬
渓

と
命
名
し
た
の
は
、
現
在
単

に
「
耶
馬
渓
」
と
呼
ば
れ
て

い
る
辺
り
だ
け
で
あ
る
が
、

そ
の
後
周
辺
の
渓
谷
に
つ
い

て
も
「
耶
馬
渓
」
と
い
う
名

称
が
使
わ
れ
、
本
耶
馬
渓
・

裏
耶
馬
渓
・
深
耶
馬
渓
・
奥

耶
馬
渓
な
ど
と
称
し
て
い
る
。

 

１
９
１
６
年
（
大
正
５
年
） 

に
日
本
新
三
景
の
一
つ
に
選

ば
れ
て
い
る
。
１
９
２
３
年

（
大
正
１
２
年
）
に
は
名
勝
に

指
定
さ
れ
、
１
９
５
０
年
（
昭

和
２
５
年
）
に
一
帯
が
耶
馬

日
田
英
彦
山
国
定
公
園
に
指

定
さ
れ
た
。
名
勝
と
し
て
の

指
定
地
域
は
、
中
津
市
の
ほ

か
、
日
田
市
、
宇
佐
市
、
玖

珠
町
、
九
重
町
を
含
む
。
ま

た
、
２
０
１
７
年
（
平
成
２

９
年
）
に
は
「
や
ば
け
い
遊

覧
〜
大
地
に
描
い
た
山
水
絵

巻
の
道
を
ゆ
く
」
と
し
て
日

本
遺
産
に
認
定
さ
れ
て
い
る
。

日
本
三
大
奇
勝
の
ひ
と
つ
と

も
さ
れ
る
。 

な
お
、「
山
国
谷
」
に
「
ヤ

マ
」
と
「
ク
ニ
」
の
音
が
含

ま
れ
る
こ
と
、
「
耶
馬
」
は

「
邪
馬
」
と
字
形
が
似
て
お
り

「
ヤ
マ
」
と
も
読
め
る
こ
と 

  

か
ら
、
邪
馬
台
国
の
比
定
地

を
こ
の
地
に
求
め
る
説
も
あ

る
が
、
上
述
の
よ
う
に
耶
馬

渓
か
ら
の
研
究
に
よ
っ
て
も

そ
と
い
う
名
前
は
江
戸
時
代

ま
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、

他
の
面
の
可
能
性
は
低
い
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。 

  

     

      

元
旦
～
七
草
～
鏡
開
き

～
成
人
式
と
な
り
、
あ
ッ
！

と
云
う
間
の
一
月
、
も
う
二

月
に
入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

猛
進
す
る
亥
年
、
早
進
す
る

の
が
う
ら
め
し
く
さ
え
感
じ

ら
れ
ま
す
。
マ
ス
メ
デ
ア
で

の
イ
ノ
シ
シ
の
悪
戯
や
人
的

被
害
が
多
く
報
道
さ
れ
て
、

あ
ち
こ
ち
か
ら
目
撃
情
報
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
神
戸

で
は
六
甲
山
系
の
住
宅
街
付

近
ま
で
迫
り
、
餌
を
求
め
悠

然
と
歩
い
て
い
る
。
餌
付
け

を
禁
止
し
た
条
例
さ
え
あ
り
、

違
反
を
す
る
と
氏
名
公
表
す

る
場
合
も
あ
る
と
か
。
こ
と

神
戸
に
限
ら
ず
イ
ノ
シ
シ
は

急
増
し
て
い
る
。 

善
玉
と
し
て
語
り
ず
ら
い 

耶
馬
渓
（
や
ば
け

い
）
は
、
大
分
県
中

津
市
に
あ
る
山
国
川

の
上
・
中
流
域
及
び

そ
の
支
流
域
を
中
心

と
し
た
渓
谷
。
日
本

三
大
奇
勝
と
し
て
知

ら
れ
、
日
本
新
三
景

に
選
定
さ
れ
、
名
勝

に
指
定
さ
れ
て
い

る
。
耶
馬
日
田
英
彦

山
国
定
公
園
に
含
ま

れ
る
。 

概
要 

新
生
代
第
四
紀

の
火
山
活
動
に
よ
る

凝
灰
岩
や
凝
灰
角
礫

岩
、
熔
岩
か
ら
な
る

台
地
の
侵
食
に
よ
っ 

   

吉
田
沙
保
里
、
現
役
引
退 

レ
ス
リ
ン
グ
女
子
で
五
輪

３
連
覇
を
果
た
し
、
国
民
栄

誉
賞
を
受
賞
し
た
吉
田
沙
保

里
さ
ん
（
３
６
歳
）
が
１
０

日
、
東
京
都
内
の
ホ
テ
ル
で

引
退
会
見
を
開
い
た
。
「
全

て
や
り
尽
く
た
と
い
う
思
い

が
強
く
、
引
退
す
る
事
を
決

断
し
た
」
と
理
由
を
語
っ
た
。

 

３
歳
か
ら
始
め
た
レ
ス
リ

ン
グ
。
「
３
３
年
や
っ
て
こ

ら
れ
た
の
を
本
当
に
嬉
し
く

思
う
。 

沢
山
の
方
々
に
応

援
し
て
頂
い
て
感
謝
の
気
持

を
伝
え
る
事
が
で
き
て
ほ
っ

と
し
た
」
と
笑
顔
を
み
せ
た
。

 

吉
田
さ
ん
は
三
重
県
出

身
。
２
０
０
４
年
ア
テ
ネ
、 

談 

話 

室 

東 

西 
 

南 

北 

ア
ス
リ
ー
ト
で
最
も
刺
激

を
受
け
た
人
は
と
の
問
い
に

は
「
五
輪
に
出
た
い
と
思
っ

た
き
っ
か
け
は
柔
道
の
『
柔

ち
ゃ
ん
』
こ
と
谷
亮
子
選
手

に
憧
れ
て
、
女
子
レ
ス
リ
ン

グ
が
正
式
種
目
に
な
っ
て
い

な
い
の
に
、
五
輪
に
出
た
い

と
言
っ
て
い
た
。
ア
テ
ネ
五

輪
で
谷
選
手
の
選
手
村
の
部

屋
に
押
し
か
け
て
、
金
メ
ダ

ル
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
。
」 

い
か
に
偉
大
な
選
手
で

も
、
引
退
す
る
時
は
小
さ
な

後
悔
や
巻
き
戻
し
た
い
瞬
間

が
あ
る
と
い
う
が
、
晴
れ
晴

れ
と
し
た
表
情
で
、
「
第
二

の
人
生
を
明
る
く
笑
顔
で
元

気
に
頑
張
っ
て
い
く
」
と
に

こ
や
か
に
挨
拶
を
す
る
彼
女

で
あ
っ
た
。 

Ｋ
・
ド
ラ
ゴ
ン 

 

     

 

、 

    
 

 

  

葵
通
信
―1

0
0

号
記
念 

ド
ラ
ゴ
ン 

 

夏
バ
テ
な
ら
ぬ
秋
バ
テ
に

注
意 

師
・
千
葉
え
り
子 

葵は「心と身体のリハビリ」で元気な「笑顔」を作ります 

 
葵
友
の
会 広

報
コ
ー
ナ
ー 

葵
通
信1

0
0

号
記
念 

ド
ラ
ゴ
ン 

 

夏
バ
テ
な
ら
ぬ
秋
バ
テ
に

注
意 

 

看
護
師
・
千
葉
え
り
子 

１
月
の
反
省 

１
８
日
（
金
）
初
詣
バ
ス
旅 

行 

２
１
名
の
参
加
。 

 

神
奈
川
県
の
寒
川
神
社 

に
お
参
り
し
て
か
ら
、
大 

磯
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
の 

中
華
ラ
ン
チ
で
し
た
。 

         

カ
ラ
オ
ケ
は
中
止
と
な
り 

ま
し
た
。 

 ２
月
の
予
定 

１
５
日
（
金
）
カ
ラ
オ
ケ 

 
 
 
 
 
 

（
事
務
局
） 

 

か
つ
て
は
こ
の
他
に
羅
漢
寺

耶
馬
渓
（
現
在
で
は
本
耶
馬

渓
に
含
ま
れ
る
）
、
麗
谷
耶

馬
渓
（
う
つ
く
し
だ
に
や
ば

け
い
、
現
在
で
は
深
耶
馬
渓

に
含
ま
れ
る
）
、
東
耶
馬
渓
、

南
耶
馬
渓
が
あ
り
、
こ
れ
ら

も
加
え
た
十
箇
所
の
渓
谷
は

総
称
し
て
耶
馬
十
渓
と
呼
ば

れ
て
い
た
。
現
在
、
こ
の
四

っ
の
呼
び
方
は
ほ
と
ん
ど
使

わ
れ
て
お
ら
ず
、
耶
馬
十
渓

と
い
う
呼
び
方
を
す
る
こ
と

も
ま
ず
な
い
。 

  

 



 

 

に
は
激
化
台
風
二
十
一
号
で

関
西
空
港
が
孤
立
、
高
潮
に

よ
る
冠
水
や
連
絡
橋
へ
の
タ

ン
カ
ー
激
突
で
八
千
人
以
上

の
人
が
空
港
内
に
足
止
め
さ

れ
ま
し
た
。
又
北
海
道
胆
振

東
部
で
震
度
七
の
地
震
発

生
、
土
砂
崩
れ
も
あ
り
四
十

一
人
が
犠
牲
に
、
道
内
で
は

大
規
模
停
電
（
ブ
ラ
ッ
ク
ア

ウ
ト
）
が
起
き
ま
し
た
。 

海
外
で
は
二
月
台
湾
東
部

で
Ｍ
六
の
地
震
、
死
亡
行
方

不
明
者
十
七
人
。
九
月
は
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
東
部
の
島
で
Ｍ

七
・
五
の
地
震
で
津
波
も
発

生
三
千
人
を
超
す
大
災
害
と

な
り
ま
し
た
。 

又
経
済
面
も
不
安
定
で
株

式
も
乱
高
下
、
日
経
平
均
株

価
も
二
万
四
千
円
以
上
の
二

十
八
年
ぶ
り
の
最
高
値
を
付 

  

け
た
が
年
末
に
は
一
万
九
千

円
台
の
今
年
最
安
値
に
急
降

下
し
ま
し
た
。 

政
治
の
面
で
も
大
き
く
揺

れ
動
き
正
し
く
激
動
の
一
年

で
し
た
。
ト
ラ
ン
プ
米
大
統

領
主
導
の
米
朝
首
脳
会
議
、

米
中
貿
易
戦
争
突
入
の
他
、

英
国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
問
題
、
フ

ラ
ン
ス
の
反
マ
ク
ロ
ン
政
権

の
過
激
デ
モ
等
々
、
国
内
で

は
出
入
国
管
理
法
や
水
道
法

の
改
正
等
、
年
末
に
は
多
く

の
反
対
の
中
、
沖
縄
辺
野
古

の
海
に
土
砂
が
投
入
さ
れ
始

め
た
。
十
月
か
ら
消
費
税

十
％
等
、
少
子
高
齢
化
が
進

む
中
、
四
月
の
統
一
選
や
夏

の
参
議
員
選
等
、
今
の
与
党

に
自
省
と
自
己
改
革
の
努
力

が
み
ら
れ
る
か
、
野
党
に
今

後
政
権
担
当
能
力
が
有
る
か

等
、
課
題
多
く
、
森
友
学
園 

 

利
用
者
さ
ん
の 

紹
介
コ
ー
ナ
ー 

  

古 
 

 

今 
 

 

抄
（
長
期
利
用
者
様
の
紹
介
） 

大
久
保
芳
子 

（
Ｈ
２３
年
１２
月
１１
日
か
ら
通
所
） 

      

八
年
前
健
康
に
自
信
が
有

っ
た
私
で
す
が
、
突
然
夏
に

職
場
で
倒
れ
、
周
り
の
皆
さ

ん
に
助
け
ら
れ
一
命
を
取
り

留
め
ま
し
た
。
本
当
に
感
謝

で
す
。
今
で
は
葵
さ
ん
で
、

お
仲
間
さ
ん
達
と
リ
ハ
ビ
リ

に
励
ん
で
い
ま
す
。
頂
い
た

命
、
十
年
は
私
流
に
人
生
の

楽
し
み
を
見
つ
け
過
ご
し
て

行
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

   

岸
野
弘
子 

（
Ｈ
２４
年
２
月
２
日
か
ら
通
所
） 

      

練
馬
へ
越
し
て
間
も
な
い

頃
葵
さ
ん
と
の
出
会
い
が
あ

り
七
年
近
く
に
な
り
ま
す
。

職
員
の
方
々
、
利
用
者
の

方
々
が
や
さ
し
く
接
し
て
下

さ
り
、
い
つ
も
楽
し
く
過
ご

し
て
い
ま
す
。
唯
、
私
の
体

調
が
芳
し
く
な
い
事
が
気
が

か
り
で
す
。
長
生
き
し
て
一

日
で
も
長
く
お
世
話
に
な
り

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

   

査
も
行
う
。
必
要
に
応
じ
て

Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
使
っ
て
脳

の
画
像
を
調
べ
る
。 

✽
認
知
症
と
ど
う
向
き
合
う 

施
策
の
歩
み 

高
齢
者
看
護
に
関
す
る
施

策
は
、
１
９
６
３
年
に
老
人

福
祉
法
が
制
定
さ
れ
た
こ
と

で
本
格
化
し
た
。
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
（
当
時
は
老
人
家
庭

奉
仕
員
）
や
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
が
制
度
化
さ
れ
た
が 

「
寝
た
き
り
老
人
」
へ
の
介
護

が
中
心
で
認
知
症
へ
の
対
応

は
立
ち
遅
れ
た
。
高
齢
化
が

１
０
％
を
超
え
た
８
６
年
、

厚
生
省
（
当
時
）
は
「
痴
呆

（
ち
ほ
う
）
性
老
人
対
策
推
進

本
部
」
を
設
置
。
専
門
治
療

病
棟
の
創
設
や
特
養
へ
の
入

所
促
進
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
。 

続
く 

 
 
 

編
集
長 

１
６
１
号
の
続
き
で
す 

診
断
で
「
認
知
症
か
ど
う

か
」「
治
療
可
能
な
認
知
症
か
」

が
調
べ
ら
れ
る
。
認
知
症
は
、

か
つ
て
は
治
ら
な
い
も
の
と

さ
れ
て
き
た
。
だ
が
認
知
症

の
原
因
と
な
る
病
気
の
中
に

は
、「
正
常
圧
水
頭
症
」
や
「
慢

性
硬
膜
下
血
腫
」
な
ど
の
治

療
可
能
な
も
の
も
あ
る
。
早

め
の
治
療
で
回
復
す
る
こ
と

も
あ
る
た
め
、
お
か
し
い
と

気
付
い
た
ら
す
ぐ
診
断
を
受

け
る
こ
と
が
大
切
だ
。
診
断

は
精
神
科
や
精
神
内
科
が
行

う
こ
と
が
多
い
「
も
の
忘
れ

外
来
」
を
設
け
る
医
療
機
関

も
増
え
て
い
る
。 

本
人
や
家
族
か
ら
話
を
聞

き
、
血
液
検
査
や
、
記
憶
力

な
ど
の
調
べ
る
認
知
機
能
検 

  

別
所 

孝
信
（
月
、
金
） 

子
供
の
こ
ろ
の
趣
味
は
模

型
作
り
。
木
（
朴
木
：
柔
ら

か
い
の
で
作
業
し
や
す
い
）

や
紙
を
使
っ
て
作
っ
て
い
ま

し
た
。
飛
行
機
と
か
電
車
と

か
。
プ
ラ
モ
デ
ル
な
ど
な
か

っ
た
時
代
で
す
。 

      大
石 

久
子
（
土
） 

書
道
を
ず
っ
と
や
っ
て
い

ま
し
た
。
麻
雀
は
最
近
始
め

た
趣
味
で
す
。
葵
で
も
午
後

に
や
っ
て
い
ま
す
が
、
他
の

場
所
で
も
仲
間
が
集
ま
っ
て

や
り
ま
す
。 

      二
瓶 

彰 

（
火
、
金
） 

福
島
県
三
代
（
み
よ
）
村

出
身
。
現
在
は
郡
山
市
に
な

っ
て
い
ま
す
。
尋
常
小
学
校

で
学
び
ま
し
た
。
そ
の
頃
は

赤
ん
坊
を
お
ぶ
っ
て
学
校
に

来
る
子
も
い
ま
し
た
。
懐
か

し
い
思
い
出
で
す
。 

 

三
木
美
和 

（
Ｈ
２５
年
２
月
６
日
か
ら
通
所
） 

      

葵
さ
ん
に
は
、
五
年
お
世

話
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

熱
心
な
健
康
体
操
、
マ
シ

ン
で
す
っ
か
り
体
調
も
良
く

な
り
ま
し
た
。
毎
週
の
俳
句

で
学
ぶ
喜
び
を
頂
い
て
い
ま

す
。
優
し
い
ス
タ
ッ
フ
の
皆

様
に
助
け
ら
れ
、
葵
さ
ん
は

私
の
オ
ア
シ
ス
で
す
。 

  

新
元
号
を
迎
え
る
年
、
今

年
こ
そ
平
穏
無
事
な
良
い
年

で
あ
り
ま
す
様
に
心
か
ら
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
を
顧
み
る
に
地
球
温

暖
化
の
影
響
か
、
極
端
な
異
常

気
象
や
自
然
災
害
が
多
発
、
大

き
な
災
害
に
悩
ま
さ
れ
た
一
年

で
し
た
。
六
月
大
阪
府
北
部
で

震
度
六
の
地
震
、
六
人
が
死

亡
、
四
百
人
が
負
傷
し
た
。
七

月
に
は
西
日
本
集
中
豪
雨
で

平
成
最
悪
の
二
百
三
十
五
人

の
犠
牲
者
を
出
し
た
。
こ
の
夏

は
熊
谷
市
で
四
十
一
・
一
度
の

最
高
気
温
と
な
り
、
全
国
四
地

点
で
四
十
度
以
上
を
記
録
す

る
猛
暑
の
夏
で
し
た
。
九
月 

 

  

和
田
輝
子 

（
Ｈ
２４
年
８
月
１４
日
か
ら
通
所
） 

      

八
十
八
で
葵
に
御
世
話
に

な
る
事
に
な
っ
た
。 

最
近
は
歩
行
車
頼
り
で
独

り
で
の
外
出
は
不
能
。
元
来
、 

多
趣
味
で
色
々
楽
し
ん
で

来
た
が
、
三
十
年
以
上
続
け
て

き
た
も
の
の
一
つ
は
謡
曲
。 

他
の
一
つ
は
内
緒
。
葵
に

句
会
蒲
公
英
発
足
以
来
、
俳
句

一
本
に
し
ぼ
り
、
下
手
な
り
に

頑
張
っ
て
い
る
。 

 

川 

柳 
 

関 

修 

奴
凧 

ド
ロ
ー
ン
と 

空
で
睨
め
っ
こ 

羽
根
突
き
は 

シ
ャ
ト
ル
に
追
わ
れ 

過
去
の
も
の 

除
夜
の
鐘 

ゴ
ー
ン
と 

余
韻
長
び
い
て 

ト
ラ
ン
プ
の 

言
葉
一
つ
で 

株
上
下 

羽
子
板
は 

役
者
絵
武
者
絵
か
ら 

時
の
人 

 

な
の
か
？
。
柑
橘
類
に
は
血

行
促
進
の
効
果
が
あ
る
た

め
、湯
船
に
入
れ
る
こ
と
で
、

体
が
ぽ
か
ぽ
か
と
温
ま
り
、

疲
れ
も
と
れ
る
。
な
ぜ
ミ
カ

ン
で
は
な
く
ゆ
ず
が
用
い
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
と
言

う
と
「
ゆ
ず
」
と
「
融
通
」

を
引
っ
掛
け
て
、
「
融
通
が

利
く
よ
う
に
」
と
の
願
い
を

込
め
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

又
「
冬
至
」
と
「
湯
治
」
を

引
っ
掛
け
て
寒
い
冬
に
風
呂

で
体
調
を
整
え
よ
う
と
い
う

意
味
も
あ
っ
た
。
ち
な
み
に

５
月
５
日
の
端
午
の
節
句
に

菖
蒲
湯
に
入
る
習
慣
は
「
勝

負
強
い
子
供
に
な
る
よ
う

に
」
と
の
願
い
か
ら
生
ま
れ

た
言
う
。
先
人
の
し
ゃ
れ
た

願
掛
け
か
ら
、
こ
う
し
た
習

慣
は
根
づ
い
て
い
た
の
だ
っ

た
。 

 
 

ヨ
ッ
チ
ャ
ン 

  

 

を
巡
る
財
務
省
の
公
文
書
改

ざ
ん
と
い
う
前
代
未
聞
の
不

祥
事
が
発
覚
し
た
の
も
去
年

の
事
で
す
。 

反
面
ス
ポ
ー
ツ
界
で
は
大

活
躍
し
た
方
も
多
く
、
平
昌

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
ケ

ガ
を
乗
り
越
え
て
の
羽
生
選

手
の
金
メ
ダ
ル
や
大
リ
ー
グ

で
の
二
刀
流
で
活
躍
す
る
大

谷
選
手
に
は
大
い
に
感
動
し

ま
し
た
。 

今
年
も
不
透
明
で
不
安
も

あ
る
が
希
望
を
持
ち
、
足
元

を
固
め
て
前
向
き
に
「
自
分

ら
し
く
」
楽
し
い
毎
日
を
送

る
様
精
心
し
ま
す
。
じ
っ
く

り
腰
を
据
え
て
「
終
活
」
に

励
み
ま
し
ょ
う
。 

ゆ
ず
湯
の
話 

な
ぜ
冬
至
に
ゆ
ず
湯
に
入

る
の
か
、
１
年
で
最
も
日
の

短
い
冬
至
に
「
ゆ
ず
湯
」
な

の
か
昔
か
ら
の
習
慣
だ
が
現

在
も
続
く
の
に
は
ど
ん
な
訳 

        

平
成
最
後
の
年 増

田
義
雄 

  

自 

画 

像 

自 

画 

像 

自 

画 

像 

自 

画 

像 

昨
年(

平
成
二
十
一
年)

十
二
月
の
誕
生
日
に
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
葵
で
バ
ー
ス

デ
イ
・
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し

て
さ
や
え
ん
ど
う
の
種
と

小
鉢
を
頂
き
ま
し
た
。 

丁
度
、
寒
い
時
期
で
し

た
の
で
、
今
年
二
月
の
末

頃
に
種
を
二
日
間
水
に
漬

け
て
か
ら
、
鉢
に
埋
め
ま

し
た
。
数
日
後
芽
が
出
た

か
な
と
覗
い
て
み
た
ら
、 

 

葵は「心と身体のリハビリ」で元気な「笑顔」を作ります 
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